
 

 

 

  

 

 

 入学式から 1か月が経ちました。不安や甘えたい気持ち、これまでの生活リズムとの違いにとまどいながらも、

毎朝「おはようございます。」と元気に挨拶する姿を微笑ましく感じます。 

登校すると、自分でランドセルの中から荷物を出して、活動の準備をする習慣も身に付いてきました。友達の顔

や名前も少しずつ覚え、仲良く遊んだり学習したりする姿が見られ、とてもうれしく思います。 

連休が明けると、掃除などが始まり、学校生活や学習内容の幅が一層広がってきます。丁寧な支援をしていき

たいと思います。御心配なことや御相談がありましたら、遠慮なくお知らせください。 

 

◆気温上昇とともに、だんだんと薄着になってきました。気候はもちろん、体調や活動の様子によって
調整ができるように服装を考えたり、声掛けをしていただいたりすると助かります。また、雨天時に
は、靴下が濡れてしまうことも多いので、ランドセルに予備の靴下を入れておいていただけると、
履き替えができます。濡れたものを持ち帰れるように、ビニール袋に入れて、ランドセルのポケット
等に入れておいてください。 

 
◆体操着は使用したら持ち帰るように声掛けをしています、持ち帰りましたら、その翌日に清潔な体操
着を持たせてください。体操着を忘れると見学となってしまうので、御確認よろしくお願いしま
す。なお、赤白帽は金曜日に持ち帰ります。 

 
◆現在、各健康診断を行っています。お子様が、元気に学校生活が送れるように、「治療の勧めのお知ら
せ」を持ち帰りましたら、速やかに受診し、結果をお知らせください。 

 
◆一小の教職員が御家庭に連絡を入れる際は、一小で保有している携帯電話からかけることが多くあり
ます。「０９０－３７５８－１６５４」「０８０－４２０４－２２９４」「０８０－４１７４－９５１
９」「０８０－４０７０－８３３４」「０９０－９９７７－１９６１」から連絡が入ったら、担任や一
小の教職員からの連絡です。お取りいただきたいと思います。なお、携帯電話は、発信専用で利用し
ていますので、連絡を入れる場合は、６１－００４２に掛けてください。 
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 ◆ 500mlのペットボトルを御用意ください ◆ 

生活科「きれいにさいてね わたしのはな」の学習で、アサガオを育てます。鉢や支柱、朝顔

の種や土は、学校で揃えて購入しました。ペットボトルじょうろを使用するため、500mlのペッ

トボトル容器を用意してください。水やり専用のキャップをはめて使用しますが、締める部分が

浅いものですと、うまくはまらないものがあります。連休明けに種まきをする予定ですので、ラ

ベルをはがし、ペットボトルに大きくクラスと名前を書いて７日（水）に持たせてください。 

  

◆「ブックバック」用意のお願い ◆ 

図書室（正式には学校図書館と言います。）の本の貸し出しを、

カードの登録が済み次第（5月中旬頃を予定）スタートしようと思

います。教室内や教室と図書室の行き来の間で本を入れておくため

の「ブックバック」を使用していきます。縦 30cm位、横 40cm

位のバッグの用意をお願いします。幼稚園や保育園、子ども園等で

使っていたもので構いません。教室では、机の横にあるフックにか

けますので、床についてしまわないことが望ましいです。低学年は

机の高さがないので、持ち手が長いと、床についてしまいがちです。

用意ができ次第名前を書いて持たせてください。2６日（月）頃ま

でに用意していただけるとありがたいです。 
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温かく迎えられ、元気に「ありがとう、よろしくね。」のお礼の挨拶ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 23 日（水）交通安全指導員さんや地域の見守りの方と一緒に、安全な道路の歩き方の勉強をしま

した。1 時間目は教室で、スライドを見ながら、右側通行が大事なことを確認したり、歩道の縁石に乗っては

いけないこと、駐車場の出入り口は特に注意することなどを学んだりしました。 

 ２時間目は、雨の中、傘をさして、実際の道路を歩きました。西門を出て、横断歩道を渡ったり、広がらない

で一列になって歩いたりしました。傘は両手でまっすぐ持つとよいそうです。大きすぎる傘は持っていると疲れ

てしまい、次第に危ない持ち方になってしまう子が見られました。子供の背に合った傘を使わせてくださ

い。また、靴箱では、地域の方に傘をくるくる巻いてから傘立てに入れることも教えていただきました。 
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